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〈
紹
介
》

浜
田
義

一
郎

・
中
野

三
敏

日
野

龍
夫

・
揖
斐

高

編

『大
田
南
畝
全
集
』

久

保

田

啓

一

恐
ら
く
は
近
世
を
通
じ

て
最
も
著
名

な
人
物
、
滑
稽
文
学
界
最
大

の
立
役
者

と
し

て
虚
実
さ
ま
ざ
ま

の
逸
話

に
彩

ら
れ
た
蜀
山
人
大
田
南
畝
も
、
そ

の
名
声

の
割

に
研
究
対
象
と
し

て
は
永

ら
く
不

遇
を

か
こ

っ
て
き
た
。
研
究

の
基

礎
と

な

る
、
学

問
的

に
真

に
厳
正

な
全
集

の
有
無
と

い
う
点

に
限

っ
て
も
、

夙

に

『
定
本
西
鶴
全
集
』

や

『校
本
芭
蕉
全
集
』

の
備
わ

る
西
鶴

・
芭
蕉
に
比

べ
、

底
本

の
選
定
や
校
訂

に
問
題

の
多

い

『
新
百
家
説
林
』
本
全
集

に
依
ら
ざ
る
を

得
な
か

っ
た
南
畝
は
、

そ
の
真
面
目
を
見
出

さ
れ

る
術
さ
え
与
え
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況

に
あ

っ
た
。

そ
れ
故

か
、
戦
前
ま

で
の
南
畝
研
究
は
、
個
別
の
書
誌

的
研
究
や
玉
林
晴
朗
氏

の
大
著

『
蜀
山
人

の
研
究
』
を
除
け
ば
、
真
偽

の
ほ
ど

の
疑
わ
し

い
伝
説
に
振

り
回
さ
れ

た
興
味
本
位

の
記
述

に
ほ
と
ん
ど
終
始

し
て

い
る
。
機
智
と
滑
稽

の
冴

え
の
み
か
ら
南
畝
像
を
作
り
上
げ
、
彼

が
生
涯

を
通

じ

て
詠
み
続
け
た
彪
大

な
漢
詩

の
群
れ

に
は
目
も
く
れ
な

い
で
は
、
泉
下

の
南

畝
も

「世

中

の
人

に
は
時

の
狂
歌
師
と

よ
ば
る

・
名

こ
そ
お
か
し
か
り
け
れ
」

と
苦
笑
を
禁

じ
得
な

か

っ
た
で
あ

ろ
う
。
少
く
と
も
南
畝

の
雅
文
芸

が
従
来
正

当

に
評
価

さ
れ
な
か

っ
た
理
由

の

一
つ
に
こ
の
全
集

の
不
備
が
挙
げ

ら
れ
る
。

こ
の
た
び
、
戦
後

の
南
畝
研
究
を
主
導
し

て
来
ら
れ
た
浜

田
義

一
郎
氏
を
初

め
と
し
て
、
雅
俗
両
界

に
跨

る
広
大
な
南
畝

文
学

の
裾
野
を
鳥
畷
す

る
に
こ
の

上
な
い
編
者
を
得

て
、
全
く
装

い
も
新
た
な
決
定
版

『大

田
南
畝
全
集
』
が
刊

行
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
全
十
六
巻

の
予
定

で
、
内
容

の
概
略

は
次

の
通
り

で
あ
る
。
第

一
巻

は

『
万
載
狂
歌
集
」

以
下
の
刊
行

さ
れ
た
狂
歌

・
狂
詩

・
狂

文
集
、
第

二
巻

は
自
筆
草
稿
を
も
含

め
た
未

刊
の
狂
歌

・
狂
詩

・
狂
文
、
第
三

巻
か

ら
第
六
巻
ま

で
は
自
筆

の

『南
畝
集
」

に
代
表

さ
れ

る
漢
詩
文
集
、
第
七

巻

は
洒
落
本

・
黄
表
紙

・
噺
本

・
評
判
記
等

の
戯
作
、
第
八
、
九
巻

は
大
坂

.

長
崎
在
勤
時

の
書
留

『
葦

の
若
葉
』

『願
浦
雑
綴
」
『
慶
浦
又
綴
』
や
任
地
ま

で

の
紀
行
、
及
び

日
記
を
収

め
、
第
十
巻

よ
り
第
十

四
巻
ま

で
は
、
当
時
か
ら
借

覧

の
申
し
入
れ
が
絶
え
な
か

っ
た
浩

潮
な

『
一
話

一
言
』
、
天
明
狂
歌
界

の
動
向

を
生
き
生
き
と
伝
え
る
好

資
料

『奴
凧
』
を
初
め
と
す

る
随
筆
、
第
十
五
巻

は

「
雑
録
」
と
し

て
、
公
務

の
傍

ら
記

し
た

『
銅
座
御
用
留
』
『
長
崎
表
御

用
会

計

私
記
』

そ

の
他
を
収

め
、
第
十
六

巻

に
は
書

簡

・
逸
文

集

・
叢
書

目
録

.
年

譜

・
著
作
年
表

・
索
引
が
付

く
。

こ
の
構
成
を

一
覧
す
れ
ば
、
南
畝

の
表
芸

と

目
さ
れ
が
ち
な
戯

作

・
狂
歌

。
狂
詩

・
狂
文
が
実

は
彼

の
文
業

の
ご
く

一
部

に

過
ぎ
ず
、

日
々
倦
ま
ぬ
詩
文

の
研
鑛
と
抄
書
、
実
直
な
役
人
と
し

て
の
生
活

に
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支

え
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
理
解

で
き
る
。
戯
作
を
常

に
雅
文
芸
と

の

か
ら
み
の
上

で
読
む

べ
き

こ
と
は
、
第
二
巻

「戯
作
」
巻
末
解
説

に
も
述

べ
ら

れ
て
い
る
通

り
で
あ
る
。

現
在
、
第

一
巻
と
第
七
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
み
で
、
全
巻
完
結
は
か
な
り
後

の
こ
と

に
な

る
が
、
と
り
あ
え
ず
既
刊
二
冊
を
通

じ
て
本
全
集

の
意
義

の
幾
何

か
を

こ
こ
に
紹
介
し

て
み
た

い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る

の
は
、
底
本

選
定

の
周
到

さ
で
あ

る
。
伝
存
す
る
諸
本
す

べ
て
の
書
誌
を
厳
密

に
比

較
し
、
初
印
本
も

し
く

は
そ
れ

に
準
ず
る
版

を
も

っ

て
底
本
と
決
定
す
る
過
程
が
解
説

に
よ

っ
て
如
実

に
示
さ
れ
る
。
各
収

録
作
品

の
扉
う
ら
に
あ
る
底
本

の
書

誌
も
詳
細
を
き
わ
め
、
安
心
し

て
拠
る
に
足
る
信

頼
感
を
読
者
に
与
え
る
。
戯
作

の
書
誌
的
研
究
は
近
年

『
洒
落
本
大
成
』
等
に

よ
り
飛
躍
的
に
進
展
し

て
い
る
が
、
本
全
集
は
そ

の
成
果
を
確
実
に
ふ
ま
え
、

或

い
は
第
七
巻
所
収

『
甲
駅
新
話
』

の
解
説

で
伝
本

の

一
を
旧
蔵
者
の
撮
り
合

わ
せ
本
か
と
看
破
す

る
な
ど
、
更

に

一
歩
進
ん
だ
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
書
誌

的
な
面

の
み
な

ら
ず
内
容

に
関
す

る
検
討

も
行
き
届

い
て
お

り
、

こ
れ

に
よ

っ
て
後
人

の
仮
託
書

や
存
疑

の
作
が
厳

し
く
選
別

さ
れ

て
い

る
。
疑
問
を
残

し

つ
つ
も
収
録
す
る
場
合
は
、
例
え
ば
第

一
巻
所
収

『
狂
歌
百

人

一
首
』

に
見

る
よ
う

に
そ
の
理
由
が
明
記
さ
れ
る
。

こ
こ
に
編
者

の
見
識
が

発
揮

さ
れ
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
な
収
録
作
品

の
個
別
的
な
解
説

の
充
実

ぶ
り
に
加
え

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
ジ

ャ
ン
ル
の
文
学
史
的
展
開
を
手
際

よ
く
ま
と
め
た
総
合
的
な
解
説
が

備
わ

る
こ
と

で
、
作
品

の
読
み
方

の
指
針

が
与

え
ら
れ

る
の
も
、
読
者

に
と

っ

て
有
難

い
。

な
お
、
本
全
集

の
体
裁

は
手
頃

な
四
六
判

で
、

一
段

に
大
き
く
ゆ

っ
た
り
と

活
字
が
組
ま
れ
、

研
究
者

だ
け
で
な

く

一
般
読
者

に
も
親
し
み
易
い
よ
う
に
と

の
配
慮
が
窺
え
る
。

そ
れ
は
原
本
文
を
あ
く
ま

で
尊
重

し

つ

つ
表

記
は
新
字
体

を
採
用
す
る
校
訂
方
針

に
も
通
じ

る
こ
と

で
あ
る
。

『大

田
南
畝
全
集
』
が

そ
の
全
容
を
読
者

の
前
に
現

わ
す

に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
を
要

す
る
。
我

々
は
そ
の

一
日
も
早

い
完
結
を
期
待

し
て
や
ま
な

い
。

そ
し

て
南
畝
快
心

の
筆

の
跡
を
味
読
す
る
楽
し
み
を
与

え
て
も
ら

っ
た

こ
と

に
感
謝

し
た
い
。(昭

和
六
十
年
十

二
月
よ
り
隔
月
刊
、

既
刊
第

一
巻
、
第
七
巻

岩
波
書

店

予
約
出
版
)

前
号

訂
正

本
誌
第
六
十
号
所
載

の

「
『
曽
根
崎
心
中
十
三
年
忌
』
の
絵
尽

に

つ
い
て

・

補
正
」

に
お
い
て
、
4

ウ

(56

ペ
ー
ジ
)
と
5
ウ

(
57

ぺ
～
ジ
)

の
写
真

が
入

れ
違

っ
て
お

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正

い
た
し
ま
す
○(編

集
部
)
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